
もう、春なんだなぁ､､､。

桜の花が咲いてるぞ。

特集

～集中改革プラン・行政改革の取り組み～

より効果的な行政を目指して

町内の話題 ズームアップ

　国際村で、昔ながらのお正月を楽しみました　ほか

ふれ愛くらぶ

　ボーちゃんの知っ得！しちがはま　ほか

暮らしの安心・安全情報

暮らしアラカルト

　バス路線・新たなシステムを検討しています③

　子育て支援センターだより　ほか　

七ヶ浜国際村パフォーマンスカンパニー団員募集
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8

10

12�

13

20

主な内容

★電子メールでのお問い合わせはこちらから！

七ヶ浜町ウェブサイト

32009 450

小さな春、見つけたよ～！

　２月の君ヶ岡公園。子どもたちが見つめるその先に

は、きれいな桜の花が顔を出しています。この桜は「十

月桜」と言って、冬(10月～12月）と春に２度花を咲か

せる品種で、暖かい陽気に誘われ、つぼみがちらほら

と咲き始めていました。

じゅう

がつ ざくら



　
町
で
は
、
平
成
８
年
に
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
以
来
、
様
々
な
改
革
、
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
平
成
17
年

度
か
ら
19
年
度
ま
で
の
取
り
組
み
で
は
、
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
民
間
委
託
を
は
じ
め
、
様
々
な
事
務
事
業
の
見
直
し
、
職

員
の
削
減
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
町
を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、今
後
さ
ら
な
る
行
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

～
集
中
改
革
プ
ラ
ン
・
行
政
改
革
の
取
り
組
み
～

よ
り
効
果
的
な
行
政
を
目
指
し
て

よ
り
効
果
的
な
行
政
を
目
指
し
て

よ
り
効
果
的
な
行
政
を
目
指
し
て

行政改革大綱（抜粋・平成15年改訂）

　行政改革大綱とは、町の長期総合計画が目指す「心ゆた

かなまち」を実現するため、行政運営体制を強化するため

の指針となるものです。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と

　

  

行
政
改
革
と
は
、
時
代
に
即
し

た
行
政
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
向

上
を
目
指
し
て
、
組
織
や
事
務
事

業
な
ど
を
見
直
し
、
行
財
政
運
営

の
適
正
化
・
効
率
化
に
取
り
組
む

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
平
成
８
年
に
行
政
改

革
大
綱
の
策
定
以
来
、
職
員
の
削

減
、
組
織
機
構
の
再
編
、
民
間
委

託
な
ど
、
様
々
な
改
革
や
改
善
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
の

推
進
、
少
子
高
齢
化
、
住
民
ニ
ー

ズ
の
高
度
化
・
多
様
化
、
さ
ら
に

は
昨
今
の
景
気
低
迷
な
ど
社
会
経

　済
情
勢
の
急
激
な
変
化
に
よ
り
本

町
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
と
職
員
で
従
来

の
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て

い
る
た
め
に
、
今
後
は
、
さ
ら
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
・
量
の
両
面

か
ら
大
胆
に
見
直
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
町
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
心
ゆ

た
か
な
ま
ち
」
を
目
指
し
、
安
全

で
安
心
に
暮
ら
せ
る
町
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
行
政
が
で
き
る
こ

と
は
何
か
、
地
域
が
で
き
る
こ
と

は
何
か
、
住
民
が
で
き
る
こ
と
は
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＜行政改革の３本柱＞

●住民とともに歩む、開かれた町政の推進

　開かれた行政を進め、より一層の情報公開や住民参画を進

め、住民と行政が役割分担し、協働でまちづくりを進めます。

●住民ニーズに応える行政体制の整備

　住民ニーズに柔軟に対応するため、より一層の住民サー

ビスの充実、新たな課題への迅速な対応、簡素で効率的な

組織機構への見直し、職員の資質向上を目指します。

●健全な財政運営の推進

　限られた財源の中で新たな課題に対応するために、事業

の見直しや組織の統廃合を進め、経費の節減・合理化に努

めます。



自主防災組織による防災訓練
(汐見台地区)

 

何
か
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

何
が
で
き
る
か
を
、
改
め
て
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
情
報
公
開
と
住
民
と
の
協
働

自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
の
実
施

 

事
業
を
進
め
る
う
え
で
情
報
の

公
開
と
、
な
ぜ
そ
れ
が
必
要
な
の

か
な
ど
の
説
明
責
任
は
欠
か
せ
な

い
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、
町
で

は
広
報
し
ち
が
は
ま
を
始
め
、
町

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
町
の
情
報
や

課
題
な
ど
、
積
極
的
に
お
知
ら
せ

し
て
き
ま
し
た
。

　
18
年
度
か
ら
は
町
の
財
政
状
況

を
よ
り
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
内

容
に
改
め
、
普
通
会
計
に
つ
い
て
、

町
の
資
産
や
負
債
な
ど
が
ど
の
く

ら
い
あ
る
か
を
一
覧
表
で
示
し
た

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
広
報
と
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
町
議
会
で
は
、
17
年
度
か
ら
町

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
議
決
結
果
や

議
会
広
報
の
内
容
を
掲
載
し
、
よ

り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
行
政
と
地
域
が
協
力
し
て
、
近

い
将
来
、
高
い
確
率
で
発
生
が
予

想
さ
れ
る
宮
城
県
沖
地
震
な
ど
に

備
え
る
た
め
、
16
年
度
か
ら
各
地

区
に
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

お
か
げ
さ
ま
で
20
年
４
月
に
全
地

　区(

20
団
体)

に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ま
で
町
主
催
で
行
っ
て
い
た

町
民
運
動
会
を
18
年
度
か
ら｢

ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
タ
in
七
ヶ
浜｣

と
名
称

を
変
え
、
企
画
か
ら
運
営
ま
で
住

民
と
行
政
、
民
間
事
業
者
な
ど
で

構
成
す
る
実
行
委
員
会
（
※
１
）
で

運
営
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
（
※
２
）
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ア
ク
ア
ゆ
め
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、

20
年
度
か
ら
体
育
協
会
事
務
局

と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局
を

　
自主防災組織による防災訓練
(汐見台地区)
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※１…実行委員会構成団体：町内行政区、公民分館長会、体育協会、体育指導委員会、ＮＰＯ法人アクアゆめクラブ(民間非
　　　営利組織。スポーツ施設指定管理者）、㈱グラン・スポール(アクアリーナ指定管理者）、子ども会育成会

※２…総合型地域スポーツクラブ：子どもからおとなまで、いろいろなスポーツ活動に取り組むことができるよう地域が一
　　　貫して育成する体制



クリーンサポートプログラムのサポー

ターの皆さん。自分たちの町をきれいに

しようと、積極的に活動を行っています。

子育て支援センタ－には、多くの親子が

訪れ、情報交換しています。

●
補
助
金
や
手
数
料
の
見
直
し
な
ど

公
平
な
受
益
者
負
担
へ

●
組
織
の
見
直
し
と
事
務
事
業
の
効
率
化

子
育
て
支
援
の
強
化
、
公
の
施
設
の
民
間
委
託
を
推
進

　
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
補
助
の

本
来
の
趣
旨
・
効
果
な
ど
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
適
正
に
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
多
賀
城
・
七
ヶ
浜

商
工
会
の
合
併
に
伴
い
、
平
成
18

年
度
か
ら
多
賀
城
市
と
本
町
の
負
担

割
合
の
公
平
性
、
事
業
者
へ
の
公
平

性
な
ど
を
踏
ま
え
見
直
し
ま
し
た
。

　
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
17

年
度
か
ら
下
水
道
使
用
料
を
見
直

し
ま
し
た
。
18
年
度
か
ら
学
校
の

体
育
館
や
武
道
館
の
一
般
開
放
に

つ
い
て
も
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
の
均
衡
を
踏
ま
え
て
有
料
化

し
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
は
基
本
健
診
、

胃
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検

査
、
虫
歯
予
防
の
た
め
の
フ
ッ
素

塗
布
な
ど
の
自
己
負
担
金
を
見
直

し
ま
し
た
。
福
祉
手
当
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
初

期
の
目
的
が
達
成
し
た
こ
と
、
新

た
な
福
祉
対
策
を
支
え
る
財
源
と

す
る
た
め
に
18
年
度
に
廃
止
し
ま

し
た
。

　
税
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
税
負

担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
滞
納
者

に
対
し
て
、
新
た
に
預
金
や
自
動

車
の
差
し
押
さ
え
な
ど
を
強
化
し

ま
し
た
。

子育て支援センタ－には、多くの親子が

訪れ、情報交換しています。

クリーンサポートプログラムのサポー

ターの皆さん。自分たちの町をきれいに

しようと、積極的に活動を行っています。
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効
率
的
、
効
果
的
に
事
務
事
業

を
進
め
る
た
め
、
一
部
役
場
組
織

を
見
直
し
ま
し
た
。
18
年
４
月
に

子
育
て
に
悩
む
家
庭
の
支
援
な
ど

を
強
化
す
る
た
め
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
19

年
７
月
に
は
保
健
福
祉
課
を
健
康

増
進
課
と
地
域
福
祉
課
に
分
け
、

地
域
福
祉
の
推
進
体
制
を
強
化
し

ま
し
た
。

　
18
年
４
月
か
ら
は
、
七
ヶ
浜
健

康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー｢

ア
ク
ア

リ
ー
ナ｣

、
野
球
場
や
サ
ッ
カ
ー

　

ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
、
心
身
障
害
者
通
所
作
業
所

｢

あ
さ
ひ
園｣

(

平
成
21
年
度
か
ら

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

｢
あ
さ
ひ
園
」)

に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
管
理
運

営
を
民
間
事
業
者
な
ど
に
移
行
し

ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
19
年
度
に
町
水

産
振
興
セ
ン
タ
ー
を
宮
城
県
漁
協

に
譲
渡
し
た
ほ
か
、
公
衆
衛
生
組

合
と
環
境
美
化
推
進
員
の
統
合
、

電
話
交
換
業
務
の
廃
止
、
一
部
健

（
検
）
診
な
ど
の
再
編
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
将
来
計
画
の
な
い
町
有

地
に
つ
い
て
も
公
募
な
ど
で
順
次

払
い
下
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
務
事
業
を
効
率
化
、

省
力
化
す
る
た
め
、
総
合
福
祉
シ

ス
テ
ム
や
水
道
事
業
所
の
企
業
会

計
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
し
、
窓

口
な
ど
の
事
務
を
迅
速
化
、
効
率

化
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
に
移
し
、
よ
り
一
体
的

に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
16
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
る
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
参
加
団
体
は
、
平
成
17
年

４
月
１
日
現
在
で
８
団
体
で
し
た

が
、
現
在
は
倍
の
16
団
体
に
増
え

ま
し
た
。



●
定
員
管
理
の
適
正
化
な
ど

町
職
員
を
削
減
し
１
６
７
人
に
（
平
成
20
年
度
現
在
）

0
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170

180

190

199

173 173
171 171 170

168
170

164
161 159

157
155

167

H25H24H23H22H21H20H19H18H17H10

実際の職員数

定員適正化計画の職員数

　
本
町
で
は
、
行
財
政
運
営
の
適

正
化
、
効
率
化
に
対
応
し
、
職
員

の
適
正
な
配
置
を
推
進
す
る
た
め

に
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
て

い
ま
す
。
　

　
本
町
の
職
員
数
は
、
平
成
17
年

４
月
１
日
現
在
で
１
７
３
人
で
し

た
が
、
20
年
４
月
１
日
現
在
で
は

１
６
７
人
と
６
人
削
減
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
議
会
で
は
、
19
年
度
に

議
員
の
定
数
を
20
人
か
ら
16
人
と

し
４
人
削
減
し
ま
し
た
。

　
職
員
の
削
減
に
あ
た
っ
て
は
、

今
後
と
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影

響
を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
る
と
と

も
に
、
職
員
の
資
質
の
向
上
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
給
与
な
ど
に
つ
い
て
は
、
17
年

度
か
ら
町
長･

副
町
長･

教
育
長･

議
員
の
期
末
手
当
を
、
18
年
度
か

ら
町
長･

副
町
長･

教
育
長
の
給
料

月
額
を
引
き
下
げ
ま
し
た
。

　
役
場
な
ど
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
昼
休
み
の
消
灯
は
じ
め
、
使
用

済
の
コ
ピ
ー
用
紙
や
封
筒
な
ど
の

再
利
用
、
公
用
車
の
ア
イ
ド
リ
ン

グ
中
止
な
ど
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

17
年
度
に
は
町
か
ら
の
配
布
チ
ラ

シ
な
ど
の
情
報
を
整
理
し
て
広
報

へ
の
一
元
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
19
年
度
か
ら
は
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

処
理
し
た
紙
を
、
20
年
度
か
ら
は

毎
年
焼
却
処
分
し
て
い
た
廃
棄
文

書
（
約
７
ト
ン
）
を
再
利
用
で
き

　る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他

に
職
員
が
仕
事
以
外
で
出
た
ゴ
ミ

の
持
ち
帰
り
や
職
員
の
昼
食
の
際

に
割
り
箸
を
使
わ
な
い
マ
イ
箸
運

動
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
経
費
節
減

地
球
環
境
に
配
慮
し
、紙
な
ど
を
再
利
用

＜表1＞　定員適正化計画の職員数と実際の職員数の推移

◆特集　より効果的な行政を目指して
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●
削
減
効
果
額

３
年
間
で

４
億
４
千
万
円
削
減

さ
ら
な
る
行
政
改
革
が
必
要

＜表2＞　平成17～19年度の取り組み項目と削減額

　
平
成
17
年
度
か
ら
19
年
度
ま
で

の
３
年
間
の
行
政
改
革
な
ど
に
よ

る
削
減
の
効
果
は
、
お
よ
そ
４
億

４
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
加
え
、
17
年
度

か
ら
19
年
度
ま
で
の
期
間
に
下
水

道
事
業
債
と
水
道
事
業
債
に
つ
い

て
、
利
率
の
低
い
も
の
に
借
換
え

な
ど
を
行
っ
た
結
果
、
将
来
に
わ

た
り
、
さ
ら
に
約
１
億
円
を
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
で
は
、
さ
ら
な
る
行
政
改
革

に
取
り
組
む
た
め
、
こ
の
ほ
ど
新

た
に
第
３
期
行
政
改
革
行
動
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
表
３
は
、
そ

の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
項
目
を
抜

粋
し
た
も
の
で
す(

行
動
計
画
の

取
組
項
目
は
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
ま
す)

。

　
町
で
は
、
今
後
と
も
積
極
的
に

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

取組項目
削減額
(万円)

電話交換業務を廃止（19年10月～20年3月の

期間分。20年度は、全廃により478万円）

公衆衛生組合を環境美化推進員に統合

健（検）診などをより効率的に受診でき
るよう整理統合

福祉手当の廃止

水道企業会計や議会だより編集のシス
テム化

事
務
事
業
の
見
直
し

全戸配布・回覧チラシを整理し、広報に集約

(３年間でＡ４サイズにして25万枚を削減)

職員の削減６人

町長･副町長･教育長･議員の期末手当および

町長･副町長･教育長の給料月額を引下げ

非常勤特別職の報酬、臨時・非常勤職員

の賃金を整理

人
件
費
の
見
直
し

議員定数をを20人から16人に削減

取組項目
削減額
(万円)

学校の体育館及び武道館などの一般開

放を有料化

基本健診､胃がん検診の自己負担金の

見直し

第三者による町補助金等検討委員会で

補助金を整理

多賀城・七ヶ浜商工会の合併により、両

自治体の負担割合の見直し

補
助
金
、
負
担
金
な
ど
の
見
直
し

下水道使用料の見直し

アクアリーナ、体育施設、あさひ園を指

定管理者制度に移行
外
部
委
託

な
ど
の
推
進 水産振興センターを宮城県漁協に譲渡

普通財産の処分（隣接地払い下げや公募

による処分）

職員が業務以外で出たゴミの持ち帰り。
シュレッダー処理した紙をトイレット
ペーパーと交換など

そ
の
他
の
見
直
し

上記以外の見直し

251

38

25

789

1,636

45

9,100

216

200

1,516

33

52

3,111

64

15,369

3,463

544

5,718

42

2,174

合 計 44,386

広報しちがはま　21.3.1● 6

※その削減による効果などが翌年度以降も続く場合には、その額を加算しています。

　例：17年度に100万円削減し、18、19年度も効果が続く場合には、300万円としています。



実施

目標 推進項目 20年度 21年度 22年度 23～25年度

少ない予算で最大の
効果を出す。

社会情勢の変化や住民ニーズなどを踏まえ、事務事
業の存続意義や事業効果などについて点検し、廃止、
縮減または、より効果的な事務事業へ再編する。

実施 → → →

普通財産を効果的に
活用する。

将来計画のない普通財産(土地)を順次払い下げる。 実施 → → →

生涯学習事業及び組
織を見直す。

生涯学習事業全般及び関連組織について検証し､
再編整理する。

検証 実施

目標 推進項目 20年度 21年度 22年度 23～25年度

住民と行政の双方向
のコミュニケーショ
ンづくりを促進する。

ホームページと広報紙を連動し、重点事業や地
域に密着した情報、「旬」な情報の提供、及び積
極的な情報公開を目指す。

実施 → → →
行政の説明責任を果
たし、より公正で透明
性の高い行政を目指す。

普通会計と他会計を連結したバランスシート、
行政コスト計算書、資金収支計算書、純資産変
動計算書を整備し、公表する。

検討 → 実施 →
クリーンサポート参加団体の育成：自主的･主体
的な清掃活動を促進していくため、清掃ボラン
ティア団体を育成する。

実施 → → →
少子化社会への対応、子育て支援を地域と行政、
企業、関係機関などの協働で推進する。(七ヶ浜
町次世代育成支援行動計画の具現化）

検討 後期計
画策定

実施 →住民と行政などとの
協働を促進する。

現在、行政が事務局をしている任意団体について、
住民による事務局運営と行政のかかわりなど、
その役割について整理し再構築する。

検討 → 実施

＜表3＞　第3期行政改革行動計画(抜粋）

●住民とともに歩む開かれた町政の推進

●住民ニーズに応える行政体制の整備

目標 推進項目 20年度 21年度 22年度 23～25年度

地方交付税措置があるなど有利な起債の活用等により

(実質公債費比率）起債制限比率10％以内を維持する。
実施 → → →起債を抑制し、将来

にわたる財政負担を
軽減する。

借入額が、その年度の償還額を超えないよう措置する。 実施 → → →

滞納繰越を未然に防止するため、納期内納付を進め、

新規滞納繰越額を削減する。
実施 → → →町税等の徴収体制を

強化し、収納率を上
げる。 インターネット公売を実施する。(21年度からは、

滞納額縮減のために宮城県地方税滞納整理機構に参
加し、インターネット公売等を実施する。)

→ → →
メタボリックシンド
ロームの該当及び予
備群を減少させる。

国保の特定保健指導実施率45％を目標に、メタボリ

ックシンドロームの該当及び予備群を10％減少させる。
実施

実施

→ → →

非常勤職員などを活
用し、コストなどを
効率化する。

事務の性格や内容、効率性、専門性、コスト等を検
証し、常勤職員でなくとも処理が可能な業務につい
て、非常勤職員を活用する。
○証明書などの交付や施設利用申請の受付などの窓
口事務○電子化に伴うデータ入力や文書の発送・整
理、集計などの業務など

検証 実施 → →

●健全な財政運営の推進

7 ●広報しちがはま　21.3.1

◆特集　より効果的な行政を目指して



国
際
村
で
、
懐
か
し
い
お
正
月

文
化
を
楽
し
み
ま
し
た

　　
1
月
25
日
、
昔
懐
か
し
い
お
正
月
の

遊
び
や
文
化
を
体
験
で
き
る
「
あ
そ
ぶ

さ
ご
ざ
い
ん
!
七
ヶ
浜
de
お
正
月
」
が

国
際
村
で
行
わ
れ
、
多
く
の
来
館
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
際
交
流

協
会
が
毎
年
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
回
で
９
回
目
を
数
え
、
す
っ
か
り
お

な
じ
み
と
な
っ
た
国
際
村
の
お
正
月

イ
ベ
ン
ト
で
す
●
会
場
で
は
、
福
笑
い

や
書
初
め
、
羽
子
板
な
ど
、
懐
か
し
い

お
正
月
遊
び
を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
職
人
に
よ
る

ア
メ
細
工
の
実
演
販
売
や
、
つ
き
た
て

の
お
餅
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
、
会
場

で
は
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
吉
田
浜
獅
子
舞
保
存
会
の
皆
さ

ん
が
操
る
２
頭
の
獅
子
舞
も
登
場
。
太

鼓
と
笛
の
音
に
あ
わ
せ
た
力
強
い
舞
に
、

来
館
者
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。

仙
台
弁
か
る
た
と
り
大
会

　
1
月
25
日
、
松
の
川
集
会
所
に
お
い

て
、「
第
1
回
仙
台
弁
か
る
た
と
り
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
地
区
住
民
約
60
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
松
ヶ
浜
地
区

青
少
年
健
全
育
成
会
が
、
方
言
を
守
り

伝
え
る
と
と
も
に
、
親
子
の
き
ず
な
と

地
域
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
た
も
の
で
、
町
の
「
安
心
・
元

気
な
地
域
社
会
づ
く
り
補
助
金
」
の
補

助
を
利
用
し
、
今
回
初
め
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
●
大
会
が
始
ま
る
と
、「
お

だ
づ
も
っ
こ
、
何
年
た
っ
て
も
か
わ
ん

ね
な
。
の
「
お
！
」
」
と
司
会
者
が
読
み

上
げ
る
と
、
参
加
者
は
真
剣
な
眼
差
し

で
か
る
た
と
に
ら
め
っ
こ
。
枚
数
が
少

な
く
な
る
に
つ
れ
、
白
熱
し
た
取
り
合

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
か
る
た
と

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

吉田浜獅子舞保存会による獅子舞

アメ細工職人による実演販売
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ア
ク
ア
リ
ー
ナ

来
館
者
１
０
０
万
人
突
破

　
平
成
10
年
に
開
館
し
、
今
年
で
11
年

目
を
迎
え
た
健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
「
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
」
。
２
月
３
日
に
来

館
者
が
１
０
０
万
人
を
超
え
、
記
念
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
●
１
０

０
万
人
目
の
お
客
さ
ま
は
、
開
館
当
初

か
ら
利
用
し
、
週
1
回
程
度
、
兄
弟
３

人
と
卓
球
を
行
い
汗
を
流
し
て
い
る

と
い
う
渡
辺
節
子
さ
ん
（
菖
・
写
真
右

か
ら
２
人
目
）
。
渡
辺
さ
ん
に
は
ア
ク

ア
リ
ー
ナ
施
設
の
無
料
利
用
券
や
レ

ス
ト
ラ
ン
「
海
水
」
の
食
事
券
な
ど
が

記
念
品
と
し
て
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

渡
辺
さ
ん
は
「
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
を
常
に

利
用
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
ま
さ
か
自
分
が
当
た
る

な
ん
て
」と
目
を
丸
く
し
て
い
ま
し
た
。

学
校
給
食
試
食
会
開
催

七
ヶ
浜
の
食
材
を

ふ
ん
だ
ん
に

　
学
校
給
食
の
現
状
を
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
、
町
教
育
委
員
会
主
催
の
学

校
給
食
「
町
民
試
食
会
」
が
1
月
30
日
、

七
ヶ
浜
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
25
名
の

町
民
が
参
加
し
ま
し
た
●
今
回
の
試

食
会
で
は
、
食
材
の
地
産
地
消
の
観
点

か
ら
、
七
ヶ
浜
産
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
取
り
入
れ
ら
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
。
七

ヶ
浜
産
の
お
米
や
味
噌
、
ネ
ギ
や
海
苔

な
ど
が
食
材
と
し
て
使
用
さ
れ
、
参
加

者
ら
は
地
元
の
味
を
存
分
に
堪
能
し

ま
し
た
●
試
食
会
に
参
加
し
た
中
野

律
子
さ
ん
（
汐
）
は
、「
う
す
味
で
、
さ
っ

ぱ
り
し
て
い
て
お
い
し
い
で
す
。
」
と

満
足
し
て
い
た
様
子
で
し
た
。

　町内の話題　ズームアップ

平
成
20
年
度 

小
・
中
学
校

読
書
感
想
文
入
賞
者

（
敬
称
略
、順
不
同
。数
字
は
学
年
）

<

特
選
作
品>

●
亦
楽
小
学
校
　

赤
間
茉
理
奈
④
　
鈴
木
　
　
光
⑥

●
松
ヶ
浜
小
学
校
　

渡
邊
　
夏
海
①
　
渡
邊
　
京
香
③

●
汐
見
小
学
校
　

佐
藤
　
優
樹
①
　
山
田
　
怜
奈
⑥

●
七
ヶ
浜
中
学
校
　

佐
藤
祐
寿
苗
③
　
赤
間
　
留
衣
③

●
向
洋
中
学
校
　

内
藤
　
彩
夏
②
　
和
泉
　
里
奈
③

<

入
選
作
品>

●
亦
楽
小
学
校

田
口
　
征
朋
①
　
高
橋
　
凜
花
③

齊
藤
　
　
馨
④
　
奥
山
　
知
美
④

●
松
ヶ
浜
小
学
校

鈴
木
　
瑞
帆
②
　
梅
津
　
実
歩
④

狩
野
　
一
星
⑤
　
小
向
健
太
郎
⑥

●
汐
見
小
学
校

逢
坂
　
幸
乃
②
　
石
川
　
　
誠
③

鎌
田
　
拓
海
③
　
吉
田
　
梨
紗
④

●
七
ヶ
浜
中
学
校

結
城
　
春
奈
①
　
宮
本
　
悠
加
②

白
戸
　
成
佳
②
　
赤
間
　
怜
奈
②

鈴
木
沙
哉
佳
②
　
百
足
　
美
咲
③

●
向
洋
中
学
校
　

滝
本
な
づ
な
①
　
村
上
さ
つ
き
①

星
　
　
海
里
②
　
江
部
　
彩
美
③

佐
藤
　
智
穂
③
　
檀
原
　
　
奏
③
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七
ヶ
浜
で
育
っ
た
野
球
少
年
た

ち
が
憧
れ
の
甲
子
園
に
出
場

　
２
月
９
日
、
春
の
選
抜
高
校
野
球
へ

21
世
紀
枠
で
出
場
す
る
利
府
高
校
硬

式
野
球
部
の
部
員
５
名
（
本
町
在
住
）

が
役
場
を
訪
れ
、
町
長
へ
出
場
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
来
庁
し
た
の
は
、
右

か
ら
柳
沼
広
樹
君（
境
・
１
年
／

外
野
手
）、

湯
村
拓
君
（
汐
・
２
年
／

内
野
手
）
、
塚
本

峻
大
君
（
菖
・
２
年
／

投
手
）
、
小
岩
明
仁

君
（
汐
・
２
年
／

外
野
手
）
、
伊
藤
俊
介
君

（
花
・
１
年
／

捕
手
）
の
５
名
●
渡
邊
町

長
は
「
自
分
の
た
め
、
学
校
の
た
め
、
七

ヶ
浜
町
の
た
め
に
、
平
常
心
を
持
っ
て

試
合
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
」
と
激
励
。

選
手
ら
は
、「
憧
れ
の
甲
子
園
。
ま
ず
は

1
勝
を
あ
げ
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
プ
レ
イ
し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い

ま
し
た
●
３
月
21
日
に
開
幕
す
る
春
の

甲
子
園
。
七
ヶ
浜
で
育
っ
た
野
球
少
年

た
ち
を
、み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

や
ぎ

ぬ
ま

ひ
ろ

き

う
み

み
つ

ゆ
の

む
ら

た
く

こ

い
わ

あ
き

ひ
と

い

と
う
し
ゅ
ん

す
け

し
ゅ
ん

だ
い

つ
か

も
と



a

縄文桜縄文桜
第27回　

貝塚に咲き乱れるエドヒガンザクラ

第27回　

貝塚に咲き乱れるエドヒガンザクラ

今月のキーワード今月のキーワード

　伶奈(れいな)ちゃん 3歳

　侑椰(ゆうや)くん 1歳

　「じぃじ～、ばぁば～大好き☆

　　これからも可愛がってね！」

　｢みんなで子育て支援センターに

　遊びにきました☆みんなで仲良

　く遊ぼうね☆」

アラカルト

　３月３日の「ひなまつり」は、「ひな節句」「桃の節句」とも呼ばれている女の子

の節句で、ひな人形を飾り､桃の花・白酒・ひし餅・あられなどを供える風習が全

国的にみられます。

　その始まりは中国といわれ、中国では３月の最初の巳（み）

の日に身を清め厄よけをする風習がありました。

これは､「形代（かたしろ）」という身代わりになる小さな人

形を作り、それが災難を引き受けてくれると考えていた

ため、その人形に感謝と供養をこめてごちそうをすると

いう行事が日本に伝わってきたとされています。

【材料（4人分）】

米 ……………240g
水……………360ml
鮭(甘塩)………1切れ
きゅうり ……1/2本
切れてるチーズ…4枚
炒りごま(白) …小さじ2
　酢…………大さじ2
　レモン汁…小さじ1/2
　砂糖 ……大さじ１
　塩 ……小さじ1/2
　きざみのり …適量

①　炊き上がったご飯をボールに移し、
ａの合わせ酢を全体に回しかける。

②　鮭はこがさないように焼き、皮と
骨を取り除きほぐしておく。

③　きゅうりは５ミリ厚さの半月切り
にし、チーズは飾り用を型でぬき、
残りは７ミリ角のサイコロ状に切
る。

④　①のご飯に②③と炒りごまを加え
て混ぜ合わせる。

⑤　牛乳パックを５センチ幅に切って
押し型をつくり、ラップをしいて
④を入れ、上から押して型から抜
き、器に盛ってのりをちらし飾り
用チーズを飾る。

　　（牛乳パックの型を変えれば、ひ
し形・ハート型にも作れます）

ひ
な
ま
つ
り

エネルギー…278キロカロリー  塩分…1.0ｇ

 大木囲貝塚の北側に、貝塚内で一番大きな桜の木があ
ります。春になると淡いピンクの花を咲かせ、満開の時
には約1.4キロメートル離れた役場からも見ることがで
きるほど大きな木で、貝塚のシンボル的な存在となって

います。また、大木囲貝
塚に自生していること
から、「縄文桜」と呼ぶ
方もいます。
　現地までの道が複雑
ですので、ご覧になり
たい方は歴史資料館職
員までお尋ねください。

七ヶ浜町歴史資料館 365-5567
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ふれ愛
くらぶ

第
12
回

～洋風のまぜ寿司～

春待ち寿司春待ち寿司春待ち寿司春待ち寿司
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だいぎがこい

だいぎがこい
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山火事にご注意!!

　「ちょっとした不注意」で、下草・ご

み焼きの火が山林や家屋に燃え移る

火災が多く発生しています。下記の

点に注意し、一人ひとりが火災防止

に努めましょう。

①枯れ草などがある

　場所は、火災が

　起こりやすいの

　で、たき火をし

　ないこと。

　　　　　　　　②たき火の場所を

　　　　　　　　　離れるときは、

　　　　　　　　　完全に消火する

　　　　　　　　　こと。

③強風時や乾燥時

　には、たき火、火

　入れをしないこ

　と。

　　　　　　　　④火入れを行う際

　　　　　　　　　は、事前に必ず

　　　　　　　　　町や消防署に相

　　　　　　　　　談すること。

⑤たばこの吸殻は

　完全に消し、投

　げ捨てないこと。

　　　　　　　　⑥火遊びはしない

　　　　　　　　　こと。

春の火災予防運動

防火・応急手当講習会

　３月１日（日）から３月７日（土）までの一週間、全国一斉に
春の火災予防運動が行われます。

○これから春先にかけて風が強く吹き、空気も乾燥しており
　火災の発生しやすい時季となりますので、火の取り扱いな
　どには十分ご注意ください。
○消防署では随時、町内会などを訪れ、防火防災についての
　座談会を実施しておりますので、お気軽にお申し込みくだ
　さい。
○平成20年６月１日から全世帯に住宅用火災警報器の設置が
　義務付けられましたので、まだ設置していないご家庭は早
　期に設置をお願いします。なお、各消防署には住宅用火災
　警報器の相談窓口を設置しており、取り付け場所や注意点
　など、様々な質問にお答えしております。

住宅防火　いのちを守る　7つのポイント

３つの習慣
　①寝タバコは絶対やめる。
　②ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　③ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
４つの対策
　①逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置する。
　②寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
　③火災を小さいうちから消すために、住宅用消火器などを設置する。
　④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

　地震などの災害時や急変時などに活かせる知識の習得を

しませんか？

　「職場での研修の一環として」

　「家庭内で身近な人を守るための

　　災害対策」

　などなど……

　キッカケは住民の皆さん一人ひとりに秘めていると思い

ます。短時間でも対応いたします。また、ご依頼いただいたテ

ーマに応じて開講いたしますのでまずはご相談ください。

＊お申し込み・お問い合わせは、七ヶ浜消防署まで　　357-4349

＊お問い合わせは、七ヶ浜消防署　 357-4349または、塩釜地区

　消防事務組合消防本部 予防課指導係 　361-1616まで

＊お問い合わせは、防災対策室まで

357-7437



　
町
県
民
税
の
申
告
は

　
お
済
で
す
か
？

　
町
県
民
税
の
申
告
は
３
月
16
日(
月
）
ま

で
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・

広
報
し
ち
が
は
ま
２
月
号
・
七
ヶ
浜
ラ
イ
フ

カ
レ
ン
ダ
ー
２
月
、
３
月
に
、
地
区
割
り
申

告
日
程
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
給
与
収
入
（
パ
ー
ト
等
）
の
場
合
は
、
源
泉

徴
収
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
営
業
や
不
動

産
等
の
事
業
所
得
の
場
合
は
、
収
支
内
訳
書

の
作
成
が
必
要
で
す
。

　
申
告
を
し
な
い
と
、
過
料
が
課
せ
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
（
所
得
税
の
場
合
、
期
限

後
に
申
告
す
る
と
本
来
の
税
金
以
外
に
加

算
税
や
延
滞
税
も
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）。

※
平
成
18
年
度
末
ま
で
に
入
居
し
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
て
い
る
方
で
、

所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額

が
あ
る
方
は
、
申
告
す
る
と
控
除
し
き
れ

な
か
っ
た
額
を
平
成
21
年
度
の
住
民
税

か
ら
減
額
で
き
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
　
住
民
税
係

　
ま
で

　
平
成
20
年
度
の
町
税
・
国
保
税
・

　
後
期
高
齢
保
険
料
・
介
護
保
険
料

　
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
税（
料
）金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
が
過
ぎ
て
一
定
期
間
経
過
後
も
未
納

の
場
合
、
地
方
税
法
・
町
条
例
等
に
よ
り
、
本

税
に
加
え
督
促
手
数
料
、
延
滞
金
も
納
付
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

　
策
室
ま
で

　
消
費
税
・
譲
渡
所
得
の

　
申
告
は
直
接
税
務
署
で
！

　
平
成
20
年
分
の
消
費
税
、
譲
渡
所
得
（
株

式
等
・
土
地
や
建
物
の
売
却
）
、
配
当
所
得
の

申
告
は
、
平
成
21
年
３
月
ま
で
に
行
わ
れ
る

確
定
申
告
作
成
会
場
（
塩
釜
商
工
会
議
所
）

で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
　
住
民
税
係

　
ま
で

　
塩
釜
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
申
告
と
納
税
の
納
期
は
、
所
得
税
・
贈
与

税
は
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
、
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
は
３
月
31
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

　
塩
釜
税
務
署
の
申
告
書
作
成
会
場
は
、
塩

釜
商
工
会
議
所
で
す
。
税
務
署
に
は
、
申
告

書
作
成
会
場
を
設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
開
設
期
間
　
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
の
平

日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
昼
休
み
は
、
申

告
書
の
受
付
・
用
紙
の
配
布
の
み
で
す
。）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、塩
釜
税
務
署
ま
で

　
国
民
年
金
保
険
料
の

　
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受

け
取
る
年
金
の
額
が
少
な
く
な
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
全
く
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
年
を
と
っ
た
と

き
の
「
老
齢
基
礎
年
金
」
や
、
万
が
一
の
と
き

の
「
障
害
基
礎
年
金
」
、「
遺
族
基
礎
年
金
」
を

受
け
取
る
た
め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
に
関

す
る
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
納
付
条
件（
概
要
）

　
●
老
齢
基
礎
年
金 

保
険
料
納
付
済
期
間

　
　
（
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
に
加
入
し
た

　
　
期
間
も
含
む
）
や
保
険
料
免
除
期
間
な

　
　
ど
を
合
わ
せ
た
期
間
が
25
年
以
上

　
●
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

　
　
次
の
①
か
②
の
ど
ち
ら
か

　
　
①
保
険
料
納
付
済
期
間
や
保
険
料
免

　
　
　
除
期
間
な
ど
を
合
わ
せ
た
期
間
が

　
　
　
加
入
期
間
の
３
分
の
２
以
上

　
　
②
直
近
の
１
年
間
に
保
険
料
の
滞
納

　
　
　
が
な
い
こ
と

　
納
め
て
い
な
か
っ
た
保
険
料
は
納
付
期

限
よ
り
２
年
以
内
で
あ
れ
ば
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
納
付
書
を
紛
失
し
た
方
、
未

納
月
数
が
多
く
て
一
括
し
て
納
め
る
の
が

難
し
い
方
は
、
管
轄
の
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

４
月
に
な
る
と
21
年
度
の
納
付
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。納
め
忘
れ
た
分
が
あ
る
と
き
は
、

き
ち
ん
と
納
付
し
て
新
年
度
を
迎
え
ま
し

ょ
う
。
納
付
期
限
を
過
ぎ
た
保
険
料
の
あ
る

方
に
民
間
の
委
託
業
者
よ
り
お
電
話
な
ど
で
、

納
付
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
東
社
会
保
険
事

　
務
所
ま
で
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七
ケ
浜
町
国
民
健
康
保
険
一
部

　
負
担
金
の
減
免
・
猶
予
制
度
を

　
ご
存
知
で
す
か
？

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
災
害
等
に
よ
り
一

時
的
に
生
活
が
困
難
と
な
り
、
病
院
等
で
支

払
う
一
部
負
担
金
の
支
払
が
困
難
と
な
っ

た
方
の
受
診
の
確
保
を
目
的
に
、
一
部
負
担

金
の
減
免
・
猶
予
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
課
　
国
保
年
金

　
係
ま
で

　
就
学
援
助
制
度

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
小
学
校
・
中
学

校
へ
の
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
で
、援
助
を
希
望
す
る
方（
町

の
援
助
要
綱
に
該
当
さ
れ
る
方
が
対
象
で
す
）

に
対
し
て
、
学
用
品
費
、
給
食
費
等
の
一
部

を
町
が
援
助
す
る
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
、

七
ヶ
浜
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
教
育
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、教
育
総
務
課
ま
で

　
精
神
障
害
者
家
族
会

　
ご
家
族
の
心
の
病
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
悩
ん
で
い
る
の
は
自
分

た
ち
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
精
神
障
害

者
家
族
会
で
は
、
定
期
的
に
勉
強
会
や
懇
談

な
ど
の
集
ま
り
を
通
し
て
、
ご
家
族
の
癒
し

の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
●
と
　
き
　
３
月
26
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
●
と
こ
ろ
　
水
道
事
業
所
２
階
第
１
会
議
室

　
●
内
　
容
　
勉
強
会
・
懇
談
会

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
　
保
健

　
指
導
係
ま
で

　
電
話
加
入
権
を
お
売
り
し
ま
す

　
宮
城
県
で
差
し
押
さ
え
た
電
話
加
入
権

を
入
札
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

入
札
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
●
と
　
き
　
３
月
12
日（
木
）午
前
11
時

　
●
と
こ
ろ
　
宮
城
県
塩
釜
県
税
事
務
所

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
県
税
事
務
所
　

　
納
税
第
二
班
ま
で

　
特
別
障
害
給
付
金
の

　
請
求
は
お
済
で
す
か
？

　
特
別
障
害
給
付
金
は
国
民
年
金
の
任
意

加
入
期
間
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
、

障
害
基
礎
年
金
等
を
受
け
て
い
な
い
障
害

の
あ
る
方
を
対
象
に
、
福
祉
的
措
置
と
し
て

創
設
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成
17
年
度
施
行
）
　

こ
の
給
付
金
は
、
請
求
書
を
受
付
し
た
月
の

翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
、
請
求
さ
れ
る
方
は
、
な
る
べ
く
早

く
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
の

手
続
き
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
国
民

年
金
窓
口
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

　
①
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
厚
生
年
金
・
共 

　
　
済
組
合
等
の
加
入
者
の
配
偶
者

　
②
平
成
３
年
３
月
以
前
の
学
生

①
ま
た
は
②
の
方
で
、
当
時
、
任
意
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が
あ
る

傷
病
が
原
因
で
、現
在
、障
害
基
礎
年
金
１
級
・

２
級
相
当
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
が
対

象
に
な
り
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方
は
、
65
歳

に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
障
害
基
礎
年

金
１
級
・
２
級
相
当
の
状
態
で
あ
っ
た
方
に

限
ら
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
東
社
会
保
険
事

　
務
所
ま
で
　

　年金の加入者は、職業などによって３つの種別に分かれ

ており、種別が変わる場合は届出が必要になります。春は、

就職・転職・進学など異動の多い時期です。何かとあわただ

しくなり、いろいろな届出をつい忘れがちです。早めに届出

をしましょう。

※妻が夫を扶養する場合は、「夫」を「妻」に読み替えてください。

こんなとき 変更後の種別 届出先

第1号被保険者（自営業者、学生、フリーターの方など）

就職して厚生年金や共済組合に加入したとき 第２号被保険者 勤務先

第２号被保険者である夫の扶養に入ったとき 第３号被保険者 夫の勤務先

第２号被保険者（会社員や公務員の方など）

退職したとき 第１号被保険者 役場町民課

退職して第2号被保険者である夫の扶養に入ったとき 第３号被保険者 夫の勤務先

第３号被保険者（第2号被保険者である夫に扶養されている方）

収入が増えるなどして、扶養から外れたとき

扶養している夫が65歳になったとき
第１号被保険者 役場町民課

就職して厚生年金や共済組合に加入したとき 第２号被保険者 勤務先

扶養している夫の会社が変わったとき 第３号被保険者 夫の勤務先
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７
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４
６

357
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４
０

357
７
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４
１
９
４

257
６
１
１
５

お問い合わせは、仙台東社会保険事務所まで　　257-6115

異動の時期は国民年金の届出の時期です

　七ヶ浜循環線が新たな公共交通として小型バスによ

る既存集落内の運行を計画しています。併せて、時刻表

および運賃を改正し、町民の皆さまが利用しやすいバス

になるよう現在検討しています。

　２月初旬には、住民懇談会を開催し、様々なご意見・ご

要望が出されました｡いただいたご意見・ご要望は今後

の計画作りの参考にしてまいりたいと考えております。

なお、現在、住民利用者代表、東北運輸局宮城陸運支局、

宮城県、塩釜警察署およびバス事業者等の利害関係者で

構成される「七ヶ浜町地域公共交通会議」

において、８月の実証運行へ向け協議を

行っているところであります。

通学・通勤される皆様、バスを利用してみませんか
　移動にバスを利用することは、使用車両数が減少し、

地球温暖化対策のＣＯ２排出量削減と交通渋滞解消等、

地球にやさしいライフスタイルへ一歩踏み出すことに

つながります｡また、体重が気になる方には、歩く機会が

増えるため運動不足解消となり健康増進にもつながります。

　バス運行に関する皆様のご意見・ご要望は、随時政策

課にて承ります。利用しやすいバス交通体系に向けて皆

さんのご意見をお聴かせください。

お問い合わせは、政策課まちづくり推進係まで　　357-7439

バス路線・新たなシステムを検討しています③



暮らしアラカルト

　
塩
釜
子
ど
も
劇
場
　
春
の
例
会

　
入
会
し
て
親
子
で
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？

　
●
内
　
容
　
チ
カ
パ
ン
と
い
っ
し
ょ
に

　
　
　
　
　
　
パ
ン
ト
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
！

　
●
と
　
き
　
３
月
26
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

　
●
と
こ
ろ
　
多
賀
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
リ
ハ
ー
サ
ル
室

　
●
対
　
象
　
低
学
年
部
会
員（
４
才
～
大
人
）

※
会
員
制
で
入
会
金
、毎
月
の
会
費
有

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
子
ど
も
劇
場
事

　
務
局
佐
藤
（
火
・
木
午
前
10
時
～
午
後
２

　
時
）ま
で

　
「
引
越
相
談
所
」設
置

　
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
団
体
で
あ
る
宮
城

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

に
よ
る
「
引
越
相
談
」
お
よ
び
県
内
５
カ
所

で
「
引
越
相
談
所
」
を
設
置
し
、
電
話
等
に
よ

る
引
越
関
係
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
緑
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
て
引

越
や
引
越
に
伴
う
種
々
の
サ
ー
ビ
ス
等
に

つ
い
て
、
分
か
ら
な
い
こ
と
や
お
困
り
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
の
相
談
窓
口
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
●
宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
引
越
相
談
所

　
　
宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
塩
釜
支
部

　
●
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
●
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　（
平
日
の
み
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
東
北
運
輸
局
宮
城
運

　
輸
支
局
　
輸
送
・
監
査
部
門
ま
で

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　
心
の
病
気
に
な
っ
た
り
、
心
が
疲
れ
た
状

態
に
な
っ
た
時
、
家
庭
だ
け
で
何
と
か
し
よ

う
と
抱
え
込
ん
だ
り
、
ひ
と
り
で
不
安
と
あ

せ
り
で
つ
ら
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

「
あ
な
た
だ
け
じ
ゃ
な
い
！
一
緒
に
心
の
問

題
を
学
び
ま
し
ょ
う
。」

　
●
と
　
き
　
３
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館「
大
会
議
室
」

　
●
内
　
容
　
心
の
病
気
を
理
解
す
る
講
座

　
　
　
講
師
　
宮
城
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
作
業
療
法
士
　
香
山
明
美
氏

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
七
ヶ
浜
町
社
会
福
祉

　
協
議
会
ま
で

　
母
子
家
庭
等
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
笑
顔
で
働
く
た
め
の
マ
ナ
ー
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

　
●
対
　
象
　
県
内
の
母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦
20
人

　
●
と
　
き
　
３
月
15
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
●
と
こ
ろ
　
宮
城
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
●
託
　
児
　
３
歳
か
ら
小
学
２
年
生
ま
で

　
　
　
　
　
　（
要
予
約
）

　
●
そ
の
他

　
　
　
申
込
は
２
日
前
の
午
後
４
時
ま
で

　
　
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
個
別
相
談
お
よ

　
　
び
託
児
の
有
無
に
つ
い
て
左
記
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
母
子
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
ま
で

　
春
休
み
お
は
な
し
会

　
春
休
み
を
利
用
し
て
絵
本
・
紙
芝
居
等
な

ど
楽
し
い
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
。小
学

生
の
お
友
だ
ち
、図
書
セ
ン
タ
ー
に
Ｇ
Ｏ
！

　
●
と
　
き
　
３
月
26
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
45
分

　
●
と
こ
ろ
　
図
書
セ
ン
タ
ー
２
階

　
●
定
　
員
　
30
名

　
●
申
込
締
切
　
３
月
22
日（
日
）ま
で

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
図
書

　
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
平
成
21
年
度
一
時
保
育

　「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
広
場
」

　
利
用
登
録
の
申
込
受
付

　
次
の
よ
う
な
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
３

月
よ
り
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

①
私
的
理
由
に
よ
る
と
き

　
　
育
児
疲
れ
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど

②
緊
急
で
困
っ
た
と
き

　
　
入
院
・
通
院
・
介
護
・
冠
婚
葬
祭
な
ど

③
週
３
日
以
内
の
仕
事
に
つ
い
た
と
き

　
　
パ
ー
ト
・
自
営
業
の
繁
忙
期
な
ど

●
対
象
児
童
　
１
歳
以
上
の
就
学
前
の
お
子
さ
ん

●
申
込
用
紙
・
添
付
書
類
等
　
事
前
に
子
育

　
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

※
年
度
ご
と
の
申
請
と
な
り
ま
す
。20
年
度

お
よ
び
以
前
に
登
録
し
て
い
る
方
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
子
育

　
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
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０
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７
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295
０
０
１
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357
３
８
６
６

357
７
４
５
５

■
行
政
相
談

　
行
政(

国･

県･

町)

に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　
星
　
　
初
枝（
菖
）

■
人
権
相
談

　
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　
伊
藤 

せ
い
子（
代
）

　
　
星
　 

德
光（
菖
）

　
　
村
上 

妙
子（
境
）

    

髙
原 

重
輝（
汐
）

　
　
引
地 

淑
子（
花
）�

■
生
活
相
談

　
生
活
上
の
心
配
事
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員
　
各
地
区
の
民
生
委
員

※
行
政･

人
権･

生
活
相
談
は
次
の
と
お
り

　
と
　
き
　
３
月
10
日（
火
）、４
月
14
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

  

と
こ
ろ
　
水
道
庁
舎
２
階

■
無
料
法
律
相
談(

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す)

　
と
　
き
　
３
月
10
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分（
一
人
30
分
）

  

と
こ
ろ
　
役
場
３
階
会
議
室

　
※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す(

先
着
順)

。

　
　
ご
予
約
は
総
務
課
ま
で

■
消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
や
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員
　
村
上 

妙
子（
境
）

　
と
　
き
　
３
月
３
日
、５
日
、９
日
、12
日
、16
日

　
　
　
　
　
　
19
日
、23
日
、26
日
、30
日
、４
月
２
日

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
と
こ
ろ
　
役
場
相
談
室

　
お
問
い
合
わ
せ
は
産
業
課
ま
で

■
身
体
障
害
者
相
談

　
障
害
の
悩
み
や
社
会
保
障
制
度
の
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　
伊
藤
榮
勢
男（
代
）

　
　
川
村
　
矩
子（
遠
）

　
　
星
　
　
好
男（
東
）

■
知
的
障
害
者
相
談

　
知
的
障
害
者
の
生
活
等
に
関
す
る
相
談

　
●
知
的
障
害
者
相
談
員

　
　
　
木
　
正
俊（
松
）

暮
ら
し
の
相
談
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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４
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３
６
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４
３

363
２
２
２
４

え

せ

お

の
り

こ

た
も

き



　
平
成
21
年
度
各
種
免
許
試
験
案
内

　　
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
各
種
免
許

試
験
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
衛
生
管
理
士
や
ボ
イ
ラ
ー
技
士
な
ど
、
各

種
免
許
の
資
格
取
得
は
、
労
働
災
害
の
防
止

に
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
厳
し
い
雇
用
情
勢

の
も
と
で
の
就
職
活
動
等
に
お
い
て
も
有

利
な
条
件
で
す
。

　
免
許
の
種
類
や
試
験
日
程
な
ど
、
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp
://
w
w
w
.e
x
a
m
.o
r.jp
/

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
財
団
法
人
安
全
衛
生

　
技
術
試
験
協
会 

東
北
安
全
衛
生
技
術
セ

　
ン
タ
ー
ま
で

　
平
成
21
年
度 

東
北
地
区
国
立
大
学

　
法
人
等
職
員
採
用
試
験
案
内
　

　
こ
の
採
用
試
験
は
、
東
北
地
区
に
置
か
れ

る
国
立
大
学
法
人
、
独
立
行
政
法
人
国
立
高

等
専
門
学
校
機
構
お
よ
び
一
部
の
独
立
行

政
法
人
の
事
務
系
お
よ
び
技
術
系
の
業
務

に
従
事
す
る
職
員
を
採
用
す
る
た
め
に
行

う
試
験
で
す
。

●
受
験
申
込
受
付
期
間

　
４
月
１
日（
水
）～
10
日（
金
）

※
郵
送
の
み
受
付（
４
月
10
日
消
印
有
効
）

●
試
験
日
　
第
１
次
試
験
　
５
月
17
日

　
　
　
　
　
※
合
格
者
発
表
日
　
６
月
30
日

●
募
集
人
員
　
事
務
系
合
計
47
名

　
　
　
　
　
　
技
術
系
合
計
20
名

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
東
北
地
区
国
立
大
学

　
法
人
等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会 

採

　
用
試
験
事
務
局
ま
で

　
県
営
住
宅
入
居
者
３
月
定
期
募
集

　　
募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
３
月
２
日
か
ら

配
布
す
る
募
集
案
内
を
ご
覧
下
さ
い
。

●
受
付
期
間
　
３
月
５
日（
木
）～
12
日（
木
）

●
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
を
郵
送
（
12
日
ま

　
で
の
消
印
有
効
）し
て
く
だ
さ
い
。

●
案
内
書
配
布
場
所
　
建
築
住
宅
セ
ン
タ

　
ー
、
県
営
住
宅
の
あ
る
市
区
町
村
の
担
当

　
課
（
七
ヶ
浜
町
役
場
は
１
階
受
付
）
、
仙
台

　
市
の
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
各
地

　
方
振
興
事
務
所
、
各
公
共
職
業
安
定
所
等

　
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、（
財
）
宮
城
県
建
築
住

　
宅
セ
ン
タ
ー
ま
で

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  http://w

w
w
.m
kj.or.jp

　
24
時
間
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校

　
学
校
説
明
会

　
自
宅
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
番
組
を
視
聴
し
、

リ
ポ
ー
ト
や
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
学
習
を
進

め
な
が
ら
３
年
で
卒
業
で
き
る
広
域
通
信
制
・

単
位
制
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校
で
は
、
平

成
21
年
度
の
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
概
要
や
学
習
方
法
な
ど

に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、
学

習
全
般
・
個
別
相
談
も
行
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
３
月
15
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
※
受
付
開
始
　
午
後
１
時
30
分
～

●
と
こ
ろ
　
み
や
ぎ
婦
人
会
館

　
　
　
　
　
仙
台
市
青
葉
区
錦
町
１
丁
目
１
の
20

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
放
送
局

　
事
業
部
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
係
ま
で
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◆ベビールーム「めんこ・めんこ」◆
　２か月から６か月の赤ちゃんと保
護者の方を対象に、ベビーマッサー
ジやフリートークで楽しく過ごします。
　●と　き　３月17日（火）午前10時～
　●ところ　子育て支援センター
　●持ち物　バスタオル、タオル2枚、
　　　　　　オムツ、ミルク（母乳）、
　　　　　　母子手帳
　●申　込　３月13日（金）まで

◆皆様の子育てを応援しています◆
　子育ての悩みや発育などについて
の相談に、随時応じています。ママ同
士の交流や情報交換の場としてもご
利用ください。

◆みんなで遊べる「すまいる広場」◆
（子育て支援センター自由開放日）
　お子さんと一緒に、自由に遊べる
室内広場です。子育て中の方々同士
の情報交換、仲間づくりの場にもな
っています。また、保育士・保健師が
育児の相談に応じています。
【３月～４月上旬の開放日】
●３月
　２（月）、３（火）、４（水）、５（木）、
　６（金）、９（月）、10（火）、16（月）、
　23（月）、24（火）、25（水）、26（木）、
　27（金）、30（月）、31（火）
●４月（上旬分）
　１（水）、２（木）、３（金）、６（月）、
　７（火）、10（金）
　※いずれも午前９時～午後３時

◆あそぼ・あそぼ◆
　「親子ビクス」で、楽しいふれあい
の時間を持ちましょう。専門の先生
をお招きしています。
　●と　き　３月13日（金）午前10時～
　●ところ　子育て支援センター
　●申　込　３月10日（火）まで

◆まつぼっくりdayに参加しませんか◆
　一時保育利用を考えている方を
対象に、まつぼっくり広場を開放し
ます。親子で来て一緒に遊びましょう。
　●と　き　３月３日（火）、17日（火）
　　　　　　午前10時～11時
　●ところ　まつぼっくり広場
　●人　数　１日５組（要予約）

お申し込み・お問い合わせは、子育て支援センター（母子健康センター内）まで　　 357-7455

子育て支援センターだより

０
２
２
３
‐
２
３
‐
３
１
８
１

217
５
６
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６
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学
校
敷
地
内
で
の
完
全
禁
煙
実
施

　
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
へ
の

喫
煙
防
止
教
育
の
推
進
を
図
る
。
受
動

喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
か
ら
児
童
生
徒

を
守
る
。
大
人
が
喫
煙
し
な
い
と
い
う

健
康
行
動
を
と
る
こ
と
で
児
童
生
徒
に

好
ま
し
い
意
識
付
け
を
図
る
な
ど
の
理

由
か
ら
、
４
月
１
日
よ
り
小
中
学
校
施

設
内
全
域
に
お
い
て
終
日
完
全
禁
煙
を

実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、教
育
総
務
課
ま
で

357
７
４
4
0

　
平
成
21
年
度
自
衛
官
募
集

　
平
成
21
年
度
の
自
衛
官
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

　
●
募
集
種
目

　
　
①
一
般
幹
部
候
補
生

　
　
②
予
備
自
衛
官
補

　
●
募
集
期
間

　
　
①
４
月
１
日
～
５
月
12
日（
締
切
必
着
）

　
　
②
１
月
５
日
～
４
月
13
日（
締
切
必
着
）

　
●
そ
の
他

　
　
応
募
資
格
、
採
用
予
定
人
員
、
試
験
日
、

　
　
申
込
期
間
は
募
集
種
目
に
よ
り
異
な

　
　
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ

　
　
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
駅
東
口
案
内
所

（
桜
井
ビ
ル
４
Ｆ
駐
車
場
無
）
午
前
10
時

～
午
後
７
時
（
休
日
な
く
説
明
等
を
し
て

お
り
ま
す
）

ま
た
は
、
仙
台
募
集
案
内
所
（
陸
上
自
衛

隊
仙
台
駐
屯
地
内 
駐
車
場
有
）
午
前
10

時
～
午
後
７
時
（
休
日
祝
日
を
除
き
説
明

等
を
し
て
お
り
ま
す
）

　
平
成
21
年
度
電
気
通
信

　
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集
　

　
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用
者

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
幅
広
く
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
、
今
後
の
情
報
通
信
行
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
東
北
総
合
通
信
局
は
平
成
21

年
度
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

●
委
嘱
期
間

　
６
月
１
日
～
平
成
22
年
３
月
31
日

●
募
集
人
員
　
１
２
０
名

●
募
集
期
間

　
３
月
２
日
～
４
月
３
日（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
方
法
　
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

　
ス
に
、「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
と
明
記
の
上
、

　
裏
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

　
ナ
）
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
メ

　
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
任
意
。
携
帯
電
話
の
メ

　
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
除
く
）
、
応
募
の
動
機

　
お
よ
び
モ
ニ
タ
ー
会
議
参
加
希
望
の
有

　
無
等
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
お
送
り
く

　
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格
　
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

　
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
が
あ
る

　
東
北
６
県
に
お
住
ま
い
の
満
20
歳
以
上

　
の
方
で
、「
モ
ニ
タ
ー
に
お
願
い
す
る
こ

　
と
」
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
。
た
だ
し
、

　
総
務
省
お
よ
び
電
気
通
信
事
業
者
に
勤

　
務
経
験
の
あ
る
方
と
そ
の
方
の
ご
家
族

　
を
除
き
ま
す
。

●
モ
ニ
タ
ー
に
お
願
い
す
る
こ
と

　
①
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト(

年

　
　
２
回
実
施
予
定
）
へ
の
回
答
（
モ
ニ
タ

　
　
ー
全
員
）

　
②
各
地
域
で
開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー
会
議

　
　
へ
の
出
席(

別
途
出
席
を
お
願
い
す
る

　
　
方
の
み
）

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
東
北

　
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課
ま
で

　
〒
９
８
０-

８
７
９
５

　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
の
２
の
23

221
０
６
２
８

221
FAX

０
６
１
３

17 ●広報しちがはま　21.3.1

293
５
５
５
９

284
５
０
０
１

スタジアムに足を運び夢と感動を体験しよう！

　いよいよ2009年ＪＦＬ（日本フットボールリーグ）が
３月15日（日）に開幕します。昨季築き上げた土台を
ベースに、さらにチーム戦術、個のレベルアップを図
り、上位目指して戦います。地域の皆さんお誘い合わ
せの上、スタジアムに足を運び応援しよう！

３月のホームゲーム日程
（ホームアンドアウェイ全34試合）
●３月15日（日）午後１時～　ＦＣ琉球戦
　　　　　　　　　　　七ヶ浜サッカースタジアム
●３月28日（日）午後１時～　町田ゼルビア
　　　　　　　　　　　宮城スタジアム

オフィシャルサイト
 http://www.sonysendaifc.com/

お問い合わせは、ソニー仙台FC事務局まで　　367-2375

JFLおらほの街、七ヶ浜スタジアムで開幕！

お問い合わせは、アクアリーナまで　　357-7890

ビーチバレー楠原千秋・佐伯美香ペアによる
バレーボール教室を開催します。

　アクアリーナ10周年記念イベントとして、ＪＢＶチ
ャンピオンズカップ女子大会初代チャンピオンの楠
原・佐伯ペアによるバレーボール教室を開催します。

　●と 　 き　３月15日（日）
　●と こ ろ　アクアリーナ・アリーナ
　●申込方法　３月10日（火）まで電話・ＦＡＸまたは
　　　　　　　直接窓口でお申し込みください。　

■楠原・佐伯ペアプロフィール■
　●楠原千秋さん
　　愛媛県松山市出身、湘南ベルマーレスポーツクラブ所属
　●佐伯美香さん
　　愛媛県松山市出身、ダイキ㈱ヒメッツ所属
　2006年　ペアを組み、ワールドツアーに参戦
　2008年　北京五輪出場

◆10周年キャンペーンを開催します
　●と　き　３月10日（火）～15日（日）
　●内　容　キャンペーンプログラム
　　　　　　詳細はアクアリーナ館内で告知します。
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定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た

「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
ご
注
意
を
！

　　
宮
城
県
内
で
は
、
定
額
給
付
金
に
関

す
る
不
審
電
話
な
ど
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。

　
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
国
の
動

向
を
見
な
が
ら
早
急
に
支
給
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ

給
付
申
請
の
ご
案
内
や
給
付
は
始
ま
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
不
審
電
話
な
ど

に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
政
策
課
ま
で

357
７
４
３
９

　アクアゆめクラブでは、子どもからシニアを対象
に様々なスポーツ教室を行っています。4月からアク
アゆめクラブで一緒にスポーツしませんか。
　3月１日より21年度会員登録を行ないます。

【種目】水泳、水中ウォーキング、ドッジボール、野球、
バウンドテニス、バドミントン、テニス、ヨガ、サッカ
ー、太極拳、シニア健康運動、放課後子ども教室

◆「トレッキング教室」4月スタート

◆七ヶ浜町スポーツ少年団団員募集
　七ヶ浜町スポーツ少年団に入りませんか。現在12
団が活動しています。一緒に競技力向上を目指そう！

●七ヶ浜パイレーツ（野球）
●汐見小ビガーズ（野球）
●七ヶ浜ヤンキース（野球）
●七ヶ浜新体操
●汐見サンライズ（バレーボール）
●七ヶ浜サッカークラブジュニア
●汐見ミニバスケットボール
●向洋バスケットボール
●七ヶ浜町空手
●七ヶ浜町柔道
●七ヶ浜町剣道
●七ヶ浜銃剣道

　入団希望やお問い合わせは、

アクアゆめクラブまで、ご連絡ください。

お問い合わせは、アクアゆめクラブまで　　357-7920

　
塩
釜
野
球
協
会
に
加
入
す
る

　
チ
ー
ム
は
登
録
を

　　
二
市
三
町
（
塩
釜
・
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
町
・

松
島
町
・
利
府
町
）
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

る
野
球
愛
好
者
で
結
成
し
て
い
る
チ
ー
ム
で
、

塩
釜
野
球
協
会
に
加
入
を
希
望
す
る
チ
ー

ム
は
左
記
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
登
録
料
　
８
０
０
０
円

●
申
込
受
付

　
と
　
き
　
３
月
20
日(

金
）午
後
１
時
30
分
～

　
と
こ
ろ
　
塩
釜
公
民
館

※
軟
式
野
球
の
審
判
員
も
募
集
中
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
野
球
協
会
事
務

　
局
の
佐
藤
さ
ん
ま
で

　
七
ヶ
浜
新
体
操
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
発
表
会
お
よ
び
新
入
団
員
募
集

　　
み
ん
な
楽
し
く
新
体
操
を
し
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
今
月
の
発
表
会
へ
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
４
月
に
は
随
時
見
学
を

受
付
け
ま
す
。

◆
発
表
会

　
●
と
　
き
　
３
月
20
日(

金
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～

　
●
と
こ
ろ
　
ア
ク
ア
リ
ー
ナ

◆
練
　
習

　
●
対
　
象
　
小
学
生

　
●
と
　
き
　
毎
週
火
曜
日

　
　
①
低
学
年
　
午
後
４
時
か
ら
５
時
30
分

　
　
②
高
学
年
　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

　
●
と
こ
ろ
　
主
に
汐
見
小
学
校
体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、大
町
さ
ん
ま
で

　
汐
見
小
ビ
ガ
ー
ズ
ス
ポ
少

　
体
験
入
団
参
加
者
募
集

　　
汐
見
小
ビ
ガ
ー
ズ（
小
学
生
の
軟
式
野
球
）

で
は
、体
験
入
団
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

野
球
好
き
の
小
学
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
野
球
を
通
じ
て
体
力
向
上
と

礼
儀
や
協
調
性
を
重
視
し
た
指
導
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

　
●
と
　
き
　
３
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午
ま
で

　
●
と
こ
ろ
　
汐
見
小
学
校
校
庭

　
●
内
　
容
　
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
ノ
ッ
ク
、

　
　
打
球
飛
ば
し
大
会
、公
開
練
習
な
ど

　
　（
運
動
着
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。）

　
●
申
　
込
　
３
月
26
日（
木
）ま
で

　
お
い
し
い
カ
レ
ー
を
準
備
し
ま
す
の
で
、

ご
父
兄
の
方
も
ぜ
ひ
一
緒
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
親
の

会
事
務
局
の
阿
部
さ
ん
ま
で

　アクアゆめクラブでは４月より
毎月1回のトレッキングを行う教室
がスタートします。七ヶ浜町内を歩
いたり、県外まで出掛けたり季節に
応じた様々なコースを計画してい
ます。歩くことが好きな方、運動不
足を解消したい方など家族・友人を
誘って、ぜひご参加下さい。
　参加費は毎月の内容によって異
なります。（別途年会費、保険代が必
要になります。）

広報しちがはま　21.3.1● 18

平成21年度アクアゆめクラブ会員募集！！
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＊お問い合わせは、健康増進課 保健指導係まで 357-7448

〃

1歳6か月児
健康診査

12:15～　
12:30

H19.8.1～31出生児
希望者にはフッ素塗布を行
います。（100円）

19

フッ素塗布
（100円）

12:45～　
13:00

①1歳9か月児
（H19.6.1～30出生）

②2歳児（H19.3.1～31出生）
③2歳3か月児

（H18.12.1～31出生）
※母子手帳・フッ素塗布
カード・歯ブラシをお持
ちください。

 9:30～　
12:00

3/1 献 血
生涯学習
センター 13:00～　

15:00

全血献血

11
2歳9か月児
歯 科 健 診

母子健康
センター

12:15～　
12:30

H18.6.1～7.31出生児
※母子手帳・歯ブラシ・タオ
ル・フッ素塗布カードをお持
ちください。希望者にはフッ
素塗布を行います。（100円）

3～4か月児
健 康 診 査

12:15～　
12:30

12

B C G 接 種

〃

12:45～　
13:00

H20.10.23～12.12出生児

3 歳 児
健 康 診 査

12:15～　
12:30

18

フッ素塗布
（100円）

〃

12:45～　
13:00

H17.9.1～30出生児
※希望者にはフッ素塗布を
行います。（100円）

①2歳6か月児
（H18.9.1～30出生児）

②3歳児
（H18.3.1～31出生児）

③3歳3か月児
（H17.12.1～31出生児）
※母子手帳・フッ素塗布
カード・歯ブラシをお持
ちください。

19 ●広報しちがはま　21.3.1

受付／午前9時～午後3時

塩釜地区休日急患
診療センター
（塩釜医師会館1階）

　366-0630

と き 行事名 ところ 受付時間 対象・内容

Ｊ
Ｒ
仙
石
線

西
塩
釜
駅

下
馬
駅

GS NTT塩釜

赤石病院

塩釜三中
坂総合
病院

休
日
急
患

診
療
セ
ン
タ
ー

暮らしアラカルト

45

塩 釜 市 宮 町 1 - 9

塩釜市佐浦町13-22

多賀城市大代五丁目2-1

多賀城市下馬二丁目2-1

松島町磯崎字磯崎105-5

利府町加瀬字石切場1-1ヨークタウン利府野中内

塩 釜 市 海 岸 通 1 0 - 1

目 黒 歯 科 医 院

熊谷歯科口腔外科クリニック

杉 山 歯 科 医 院

こう歯科クリニック

西 村 歯 科 医 院

わかば歯科クリニック

みや歯科クリニック

3/ 1

8�

15

20

22

29

4/ 5

362-0633

366-4712

364-6478

362-5213

353-4092

767-5679

361-5810

【受付】
　午前9時～11時30分
　午後1時～4時
　※土曜は小児科のみ午後6時
　　30分～9時30分まで受付。

開館時間　午前9時～午後4時　

入浴時間　午前10時～午後2時30分

　　　　　※土･日･祝日と休館日は入浴できません。

休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日休館）

持参する物　浴用タオル、昼食

＊お問い合わせは、老人福祉センター「浜風」まで　　357-4976

9:30 9:35 9:40 9:45 9:50 9:55

代ヶ崎 東宮 要害 境山 遠山 汐見台火
・
木

9:30 9:35 9:40 9:45 9:50 9:55

湊浜 松ヶ浜 菖蒲田浜 花渕浜 吉田浜 亦楽水
・
金

◆バス時刻表(休館日を除く火～金に送迎を行います)

利用者

バス送迎

老人福祉センター

●と　き　３月12日（木）、26日（木）

　　　　　午前10時～正午

●ところ　塩釜保健所

●引取手数料

　生後90日以内の犬・猫…1頭   400円

　生後90日以上の犬・猫…1頭 2,000円

※お問い合わせは、塩釜保健所まで

363-5505

39

36

11

21

転入

転出

出生

死亡

（＋ 2）

（－ 1）

（－ 6）

（－ 7）

6,499

10,510

10,681

21,191

世帯数

男

女

計

町の面積 13.27 km2

町木　 クロマツ 町花　 ハマギク

姉妹都市 アメリカ・マサチューセッツ州プリマス

２月1日現在の人口（前月比）



地
域
を
つ
な
ぐ
子
ど
も
た
ち

　
昨
年
の
４
月
、
吉
田
浜
獅
子
舞

の
取
材
に
訪
れ
た
際
の
こ
と
で
す
。

保
存
会
の
皆
さ
ん
が
操
る
獅
子

舞
が
地
区
内
を
回
っ
て
い
る
と
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
面
白
が

っ
て
つ
い
て
き
ま
す
。
し
か
も
、

水
筒
、
お
弁
当
を
持
参
し
、
準
備

万
端
の
格
好
を
し
て
●
し
ば
ら

く
地
区
内
を
回
っ
て
い
る
と
、
と

あ
る
一
軒
の
家
に
着
き
ま
し
た
。

日
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
家
に

は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
１
人
だ
け
。
シ

ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
す

ま
い
と
、
夢
中
で
レ
ン
ズ
を
覗
い

て
い
る
と
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
げ

ん
き
～
？
」
と
小
学
生
の
女
の
子

た
ち
が
、
初
め
て
出
会
う
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
や
さ
し
く
気
遣
い
、
声

を
か
け
て
い
る
姿
が
レ
ン
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越

し
に
見
え
ま
し
た
。
そ
し
て
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、「
大
丈
夫
だ
よ
～
。

元
気
だ
ね
ぇ
～
」
と
に
っ
こ
り
。

私
は
い
つ
の
間
に
か
撮
影
を
や
め
、

思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
い
る

自
分
に
気
が
つ
き
ま
し
た
●
近
年
、

地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が

薄
れ
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き
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い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
何
気
な

い
思
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や
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が
安
全
な
地
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を

形
成
し
、
や
が
て
は
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
取
材
を

通
し
て
、
改
め
て
地
域
づ
く
り
の

大
切
さ
を
勉
強
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し

た
●
み
ん
な
、
ど

う
も
あ
り
が
と
う
！

ま
た
今
年
も
取
材

に
行
く
か
ら
、
そ

の
時
は
よ
ろ
し
く

ね
☆
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Treadmark of American Soybean Association

環境に優しい大豆油インキを
使用しています
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●
対
象 

左
記
を
満
た
す
原
則
町
内
に
お
住
ま
い
の
方

 

【
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
】
平
成
21
年
４
月
現
在
で
小
学
生
以
上
の
方(

４
月
に
小
学
校
入
学
予
定
者
含
む
）

 

【
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
】
平
成
21
年
４
月
現
在
で
小
学
生
３
年
生
以
上
の
方

●
レ
ッ
ス
ン
日
　

　
毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
～
午
後
９
時(
た
だ
し
公
演
前
に
は
特
別
レ
ッ
ス
ン
が
あ
り
ま
す
）

●
月
謝 

３
０
０
０
円

●
応
募
方
法

　
国
際
村
事
務
室
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
締
め
切
り
日 

　
３
月
20
日(

金)

※
毎
週
火
曜
日
休
館

●
募
集
定
員 

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
あ
わ
せ
て
30
名
程
度

●
選
考
方
法 

簡
単
な
面
接
と
実
技
審
査
あ
り

●
第
１
次
入
団
選
考
日
時 

　
３
月
26
日(

木)

午
後
２
時
～(

午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
）

●
主
任
講
師

 

【
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
】
梶
賀 

千
鶴
子 

先
生

 

【
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
】
星 

律
子 

先
生

七
ヶ
浜
国
際
村
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
団
員
募
集

　
七
ヶ
浜
国
際
村
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、
国
際
村
を
有
効
に
利
用
し
た
舞
台
表
現
活
動
、
特
に
身
体
表
現
と
音
楽
表
現
を
通
じ
た

参
加
者
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
七
ヶ
浜
な
ら
で
は
の
芸
術
発
信
と
、
い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
に
つ
な
が
る

事
業
の
展
開
を
目
指
し
、
プ
ロ
の
指
導
の
も
と
平
成
13
年
度
か
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

●
対
象 

左
記
を
満
た
す
原
則
町
内
に
お
住
ま
い
の
方

 

【
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
】
平
成
21
年
４
月
現
在
で
小
学
生
以
上
の
方(

４
月
に
小
学
校
入
学
予
定
者
含
む
）

 

【
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
】
平
成
21
年
４
月
現
在
で
小
学
生
３
年
生
以
上
の
方

●
レ
ッ
ス
ン
日
　

　
毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
～
午
後
９
時(
た
だ
し
公
演
前
に
は
特
別
レ
ッ
ス
ン
が
あ
り
ま
す
）

●
月
謝 

３
０
０
０
円

●
応
募
方
法

　
国
際
村
事
務
室
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
締
め
切
り
日 

　
３
月
20
日(

金)

※
毎
週
火
曜
日
休
館

●
募
集
定
員 

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
あ
わ
せ
て
30
名
程
度

●
選
考
方
法 

簡
単
な
面
接
と
実
技
審
査
あ
り

●
第
１
次
入
団
選
考
日
時 

　
３
月
26
日(

木)

午
後
２
時
～(

午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
）

●
主
任
講
師

 

【
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
】
梶
賀 

千
鶴
子 

先
生

 

【
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
】
星 

律
子 

先
生

ミュージカル・NaNa5931ミュージカル・NaNa5931

パーカッションアンサンブル・Groove7パーカッションアンサンブル・Groove7

＜観光ガイドボランティア募集＞

　町では４月から七ヶ浜国際村を中心

とした町内の施設や名所の案内・説明

等について、ご協力いただけるガイド

ボランティアを募集します。七ヶ浜の

歴史や国際村・姉妹都市等について興

味がある皆さまのご協力をお待ちして

おります。

●活動内容

主に七ヶ浜国際村のギャラリー｢海物語｣・

プリマスハウスの展示品および施設内

や町内の施設や名所の案内・説明など

●活動日数

本人の希望、ボランティアメンバ

ーの状況によります

●活動時間

原則として午前10時～午後４時

●応募資格

(1)ボランティア活動や国際村、七ヶ

浜の歴史や姉妹都市について興味が

ある人で、週１回以上協力ができる方

(2)心身ともに健康な方

(3)責任感、協調性のある方

(4)事前の研修会に参加できる方

(5)年齢、性別は問いません

●募集人員

若干名

●処遇

交通費および食費については、ボ

ランティアの自己負担となります

●応募方法

電話・FAX、または国際村事務室へ直

接申し込みとなります（住所、氏名、

年齢、電話番号等をお知らせください）

●応募締切

平成21年３月30日(月)※毎週火曜日休館

  お申し込み・お問い合わせは

　

   TEL357-5931　FAX357-5932

メールkokusai＠shichigahama.com

まで

七
ヶ
浜
国
際
村
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
団
員
募
集


